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２
０
０
１
年
度
の
要
求
書
ま
と
ま
る

学
長
交
渉
申
し
入
れ

本
年
度
の
学
長
交
渉
に
向
け
、
連
合
体
執
行
委
員
会
は
、

諸
要
求
を
と
り
ま
と
め
２
月
１
８
日
、
学
長
宛
提
出
し
た
。

高原人事課長に
要求書を手渡す加藤委員長

〇 〇

２００２年２月１８日

岡山大学学長

河野伊一郎 殿

岡山大学職員組合

執行委員長 加藤 鎌司

貴職が岡山大学の教育・研究・医療のためにご尽力されていることに敬意を表

します。現在、大学をめぐる動きは大変目まぐるしいものがあります。国立大学

の再編・統合、民間的発想の経営手法の大学への導入、競争原理や第三者評価の

導入、２１世紀ＣＯＥ（トップ３０）の育成などなど、その具体化に向けての施

策が、当事者の十分な理解や合意もないままに、矢継ぎ早に進められてきていま

す。

岡山大学においても 「岡山大学の構造改革プラン （ 年 月 日）や、、 」 2001 12 12

教員の個人評価の試行が全国に「先駆けて」打ち出されるなど、法人化対応の諸

施策が、ここでも、具体像がかならずしも明かでないままに、構想され取り組ま

れようとしています。

そこでは、私たちのこれまでの教育や研究のあり方が根本から問い直され、場

合によっては、それが教職員一人ひとりの身分や研究条件にまではねかえってく

るというまったく新しい状況が生みだされつつあります。こうした状況のなかで

教職員すべてに対する事態を正確に見定めるための正しい情報の提供、その情報

にもとづくオープンな議論の保証が今ほど重要なことはないと考えます。学長の

リーダーシップとは、こうした情報提供と議論の保証に支えられてこそ発揮でき

るものではないかと思います。

また、教員の個人評価が試行されることになりましたが、いまだ「評価」の方

法や目的など、必ずしも合意が得られているとは言えません。試行過程でもその

問題点の検証をオープンにして 「個人評価の試行」結果について全員が評価に、

参加し最終的な結論を得ることが必要です。

こうした教職員の声をぜひ直接に聞いていただきたく、執行委員会での議論を

重ねたうえで本要求書を作成した次第です。一日も早く交渉の場を設定していだ

だきますようよろしくお願いいたします。

以上

〇 〇
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／
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の
運
営
組
織
に
つ
い
て
、
経

営
面
を
審
議
す
る
運
営
協
議

会
（
仮
称
）
と
教
育
・
研
究

面
に
関
す
る
評
議
会
（
同
）

に
分
離
す
る
方
針
を
決
め
た

と
の
こ
と
で
す

学
長
の

構

。

「

造
改
革
プ
ラ
ン
」
で
も
「
経

営
と
教
学
の
分
離
」
を
う
た

っ
て
い
ま
す
が

「
経
営
」

、

と
「
教
学
」
が
分
離
可
能
で

あ
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え

方
と
そ
の
具
体
像
に
つ
い
て

説
明
し
て
下
さ
い
。
た
と
え

ば
、
あ
る
部
局
で
ど
の
よ
う

な
授
業
科
目
が
必
要
な
の
か

と
い
っ
た
判
断
は
当
然
人
事

と
予
算
に
関
わ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
、
事
態
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
具
体
的
に
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
私
た
ち

は
、
た
と
え
「
分
離
」
が
可

能
と
し
て
も
明
ら
か
に
「
教

学
」
が
「
経
営
」
に
優
位
す

る
も
の
と
考
え
ま
す
が
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

２

２
１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ

ト

（

）

（

ッ
プ
３
０
）
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

「
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」
に

は

「
各
研
究
科
が
そ
れ
ぞ

、
れ
『
ト
ッ
プ
３
０
』
を
目
指

し
、
専
攻
を
軸
に
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
け
、
世
界
的

研
究
を
育
成
す
る
重
点
的
、

戦
略
的
取
り
組
み
を
進
め

る

」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

。
ま
で
の
学
内
で
の
具
体
的
取

り
組
み
、
な
ら
び
に
今
後
の

方
向
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組

ま
れ
て
い
く
予
定
な
の
か
説

明
し
て
下
さ
い
。
ま
た

「
各

、

教
員
が
自
己
評
価
し
、
そ
の

『

』

分
野
で
国
内

ト
ッ
プ
３
０

に
入
る
こ
と
を
目
指
す

」
と

。

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま

一
つ
文
意
が
理
解
で
き
ま
せ

ん
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え
ら
れ
て
い
る
の

か
説
明
し
て
下
さ
い
。
さ
ら

に

「
研
究
を
志
す
教
員
は
科

、
学
研
究
費
の
申
請
を
原
則
と

し
て
義
務
と
す
る
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
が

「
研
究
を

、

志
す
教
員
」
と
い
う
表
現
に

は
先
の
「
経
営
と
教
学
の
分

離
」
と
い
う
提
起
と
合
わ
せ

考
え
る
な
ら
ば

「
教
学
」
に

、

お
け
る
研
究
中
心
の
教
員
と

教
育
中
心
の
教
員
あ
る
い
は

「
経
営
」
あ
る
い
は
学
内
行

政
中
心
の
教
員
と
い
っ
た
分

類
が
前
提
さ
れ
て
い
る
よ
う
、

に
も
受
け
止
め
ら
れ
ま
す
が

こ
の
文
章
の
意
味
に
つ
い
て

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

（
３
）
文
部
科
学
省
で
の
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

２
０
０
２
年
１
月
末
か
ら

文
科
省
が
各
大
学
か
ら
の
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
岡
山
大
学
か
ら
は
ど
の

よ
う
な
内
容
の
も
の
を
準
備

し
て
い
か
れ
ま
し
た
か
、
ま

た
、
そ
こ
で
の
文
科
省
か
ら

の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
内
容
、
ま

た
、
指
示
な
ど
に
つ
い
て
、
。

具
体
的
に
説
明
し
て
下
さ
い

（
４
）
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
に
つ
い
て

「

」

、

構
造
改
革
プ
ラ
ン

で
は

学
長
の
「
強
力
な
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て

構

」

「

成
員
の
意
思
意
向
に
留
意

し
つ
つ
、
…
…
最
終
的
な

意
思
決
定
を
行
う
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
が

「
構
成
員

、

の
意
思
意
向
に
留
意
」
す

る
方
法
が
何
ら
明
記
さ
れ

。「

、

て
い
ま
せ
ん

教
授
会
は

教
学
（
研
究
と
教
育
）
に」

関
す
る
も
の
に
限
定
す
る

と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
「
構
成
員
の
意
思

意
向
に
留
意
」
す
る
制
度

的
保
証
を
ま
っ
た
く
欠
い

て
い
ま
す
。
教
授
会
を
含

め
た

「
構
成
員
の
意
思
意

、

向
に
留
意
」
す
る
制
度
的

保
証
を
設
け
る
よ
う
求
め

ま
す
が
、
学
長
の
考
え
を

お
示
し
下
さ
い
。

（
５
）
学
長
選
考
に
つ
い

て「
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」
に

は

「
学
長
・
部
局
長
の
権

、
限
強
化
に
伴
い
、
リ
コ
ー

ル
制
を
採
用
す
る
」
と
さ

れ
て
い
ま
す

「
リ
コ
ー
ル

。

制
」
の
採
用
に
は
賛
意
を

表
す
る
も
の
で
す
が
、
学

長
選
考
に
つ
い
て
は
一
切。

ふ
れ
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん

こ
れ
ま
で
の
学
長
交
渉
に

お
い
て
も
確
認
し
て
き
ま

し
た
よ
う
に
、
岡
山
大
学

で
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き

て
い
る
学
長
選
挙
の
方
式

を
当
然
前
提
さ
れ
て
い
る、

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
が

そ
の
点
、
あ
ら
た
め
て
確

認
し
て
下
さ
い
。

（
６
）
研
究
費
（
校
費
）

の
重
点
配
分
に
つ
い
て

「
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」

で
は

「
研
究
費
（
校
費
）

、

」

、

の
重
点
配
分

に
つ
い
て

「
当
分
の
間
、
全
学
的
（
学

長
の
責
任
の
も
と
）
に
１
０

％
、
部
局
毎
（
部
局
長
の
責

任
の
も
と
）
に
１
０
％
と
す

る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
今
年
度

「
学
長
の
責

、

任
の
も
と
」
１
０
％
が
重
点

配
分
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
方

、

、

、

法

配
分
基
準

配
分
結
果

お
よ
び
、
今
年
度
実
施
し
た

結
果
こ
れ
ま
で
の
配
分
方
式

と
異
な
る
ど
の
よ
う
な
成
果

あ
る
い
は
効
果
が
あ
っ
た
の

か
、
学
長
自
身
の
自
己
評
価

を
お
示
し
下
さ
い
。
私
た
ち

は
、
以
上
の
諸
点
に
つ
い
て

す
べ
て
の
公
表
を
要
求
し
ま

す
。
（
７
）
教
員
の
個
人
評
価
に

つ
い
て

、

１
月
の
評
議
会
に
お
い
て

「
教
員
の
個
人
評
価
」
を
来

年
度
「
試
行
」
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で

「
評
価
」

、

の
目
的
、
手
法
、
そ
の
目
的

と
手
段
の
整
合
性
な
ど
、
構

成
員
に
必
ず
し
も
十
分
な
理

解
と
了
解
が
得
ら
れ
て
い
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
が

未
だ
導
入
を
前
提
と
し
た
も

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
試

行
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

下
さ
い
。
そ
の
点

「
構
造
改

、

革
プ
ラ
ン
」
で
は
「
教
員
の

個
人
評
価
を
平
成
１
４
年
度

よ
り
実
施
す
る
」
と
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

（
１
）
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
構
想

に
つ
い
て

昨
年
１
２
月
２
６
日
、
中

央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会

法
科
大
学
院
部
会
の

「
法
科

、

学
長
の
意
向
で
あ
り
、
そ

の
試
行
結
果
を
見
届
け
て

最
終
的
に
決
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
も
の
で
す
。
そ

れ
ゆ
え
、
今
年
度
の
「
試

行
」
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て

十
分
に
各
教
員
の
意
見
や

疑
問
を
と
り
あ
げ
、
十
分

な
議
論
を
保
証
さ
れ
る

よ
う
要
求
し
ま
す
。
も
し

そ
の
点
に
つ
い
て
の
十
分

な
配
慮
が
な
さ
れ
な
い
な

ら
ば

「
評
価
」
が
目
標

、

と
す
る
大
学
の
活
性
化
を

逆
に
妨
げ
る
も
の
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す

個
。「

人
評
価

が

本
当
に

各

」

、

「

教
員
の
学
術
（
教
育
・
研

究
等
）
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ

「
岡
山
大
学
の
学
術

」
、

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
」
に
資

す
る
も
の
と
な
る
の
か
ど

う
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て

の
十
分
に
説
得
的
な
説
明

を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
８
）
入
学
式
に
お
け
る

「
君
が
代
」
問
題
に
つ
い

て
入
学
式
の
「
君
が
代
」

テ
ー
プ
演
奏
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
批
判
あ
り
ま

す
。
固
定
化
せ
ず
に
、
あ

ら
た
め
て
学
内
議
論
を
重

ね
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、

当
然
で
す
が
、
批
判
の
自

由
、
思
想
・
信
条
の
自
由

の
保
証
に
は
十
分
ご
配
慮

く
だ
さ
い
。

大
学
院
の
設
置
基
準
に
つ

い
て
／
論
点
を
反
映
し
た

骨
子
」
が
発
表
さ
れ
、
い

よ
い
よ
２
０
０
４
年
度
発

足
を
め
ざ
し
て
そ
の
具
体

化
に
拍
車
が
か
か
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
法
学
部

で
も
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
設
置

準
備
室
を
早
く
か
ら
発
足

さ
せ
て
そ
の
準
備
に
取
り

組
ん
で
き
て
い
ま
す

「
構

。

造
改
革
プ
ラ
ン

で
も

ロ

」

「

ー
ス
ク
ー
ル
等
専
門
大
学

院
の
設
置
を
進
め
る
」
と

あ
り
ま
す
が
、
学
長
ご
自

身
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て
の
お
考
え
と
今
後
の

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て

お
示
し
く
だ
さ
い
。

（
２
）
教
育
学
部
の
統
廃

合
問
題
に
つ
い
て

学
長
は
、
教
員
養
成
系

の
学
部
の
再
編
統
合
に
つ

い
て
、
中
国
地
方
の
国
立

６
大
学
の
学
長
懇
談
会
で

議
論
を
始
め
た
こ
と
、
ま

た

岡
山
大
学
と
し
て

拠

、

「

点
校
を
目
指
す
」
と
の
意

向
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
（
１
月
３
０
日
付

『
朝

、

日
新
聞

『
山
陽
新
聞
』

』
、

等

。
国
立
６
大
学
の
学

）
長
懇
談
会
で
の
議
論
の
状

況
、
お
よ
び

「
拠
点
校

、

を
目
指
す
」
た
め
の
今
後

の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い

て
お
示
し
下
さ
い
。

（
３
）
文
化
科
学
研
究
科

の
改
組
に
つ
い
て

法
学
部
の
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
構
想
お
よ
び
教
育
学
部

の
拠
点
校
化
は
、
文
化
科

学
研
究
科
の
再
編
を
必
至

と
す
る
も
の
で
す

「
構

。

造
改
革
プ
ラ
ン
」
で
も
文

化
科
学
研
究
科
の
「
講
座

化

「
部
局
化

「
重
点
」

」

」

化
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
状
と
今
後
の
具
体

的
な
施
策
に
つ
い
て
お
示

し
く
だ
さ
い

」
。

（
４
）
自
然
科
学
研
究
科

（
１
）
国
立
大
学
法
人
化
問

題
お
よ
び
「
経
営
と
教
学
の

分
離

」
に
つ
い
て

昨
年
６
月
４
日
の
私
た

ち
と
の
交
渉
の
場
に
お
い

て
、
学
長
は

「
通
則
法
を

、

前
提
と
す
る
国
立
大
学
の
独

法
化
に
は
反
対
で
あ
る
」
と

明
言
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

国
大
協
の
設
置
形
態
検
討
特

別
委
員
会
の
「
国
立
大
学
法

人
化
の
枠
組
」
を

「
通
則

、

法
的
独
立
行
政
法
人
化
の
方

向
で
は
な
く
、
①
高
等
教
育

へ
の
国
の
出
資
を
欧
米
な
み

に
し
、
②
大
学
の
自
主
性
・

自
律
性
を
確
保
し
、
③
社
会

に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指

す
、
そ
う
し
た
『
国
立
大
学

法
人
』
の
構
想
と
し
て
機
能

す
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
も

回
答
さ
れ
ま
し
た
。
国
立
大

学
の
法
人
化
を
め
ぐ
る
政

府
、
文
部
科
学
省
や
国
大
協

の
動
き
を
、
現
段
階
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て

い
る
の
か
、
学
長
の
現
状
認

識
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た

学
長
の
こ
の
間
の

努

、

「

力
」
に
つ
い
て
も
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

文
部
科
学
省
の
調
査
検
討

会
議
（
座
長
＝
長
尾
真
・
京

）

、

、

大
学
長

は

１
月
２
５
日

新
法
人
移
行
後
の
国
立
大
学

岡
山
大
学
の
教
育
・
研
究
・
医
療

お
よ
び
教
職
員
の
労
働
条
件

等
の
改
善
に
関
す
る
要
求
書

２
０
０
２
年
２
月
１
８
日

岡
山
大
学
職
員
組
合

〔
Ⅰ
〕
国
立
大
学
法
人
化
問
題
等
に
つ
い
て

〔
Ⅱ
〕
岡
山
大
学
の
改
組
計
画
に
つ
い
て



際
交
流
・
教
育
研
究
活
動
の

充
実
を
目
指
し
て
、
国
際
教

（

、

育
セ
ン
タ
ー

留
学
生
部
門

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

部
門
、
研
究
交
流
部
門
等
）

（
仮
称
）
を
設
置
す
る

」
。

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

、

、

、

は

従
来
の

留
学
生
部
門

外
国
語
教
育
部
門
、
国
際
交

流
部
門
の
統
合
が
考
え
ら
れ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
ら
三
者
の
統
合
の

理
念
が
今
ひ
と
つ
不
明
確
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
と

、「

」

く
に

国
際
戦
略
の
拠
点

と
し
て
の
「
研
究
交
流
」
の

促
進
の
課
題

「
国
際
戦
略

、

の
拠
点
」
と
し
て
「
留
学
生

教
育
」
の
充
実
の
課
題
が
、

「
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
一
つ
に
統
合
さ
れ
る
意

義
は
何
な
の
か
、
ま
た
、
主

と
し
て
日
本
人
学
生
を
対
象

と
す
る
外
国
語
教
育
部
門

が

「
国
際
戦
略
の
拠
点
」

、
と
し
て
こ
こ
に
統
合
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
も
そ
の
意
義

に
つ
い
て
今
ひ
と
つ
不
明
確

で
す
。
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー

（
１
）

入
試
制
度
の
改
革

に
つ
い
て

現
在
、
岡
山
大
学
で
は
選

抜
制
度
の
多
様
化
に
よ
り
、

様
々
な
入
試
制
度
が
導
入
さ

れ
、
教
職
員
の
入
試
事
務
に

つ
い
て
の
負
担
は
大
変
な
も

の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
現
状
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か

。

、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

ま
た

「

」

、

構
造
改
革
プ
ラ
ン

で
は

「
弾
力
的
な
入
試
制
度
（
選

抜
方
法
の
単
純
化
を
ふ
く

の
理
念
と
そ
の
制
度
と
の
関

係
に
つ
い
て
ご
説
明
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
議
論

に
つ
い
て
は
、
今
後
ど
こ
で

ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
関
連
諸
部
門
や
当
事
者

の
意
向
が
十
分
に
反
映
す
る

よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。

（
７
）
保
健
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

「
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」

で
は

「
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

、

を
改
組
し
て
、
学
際
的
視
野

に
た
っ
た
保
健
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
（
保
健
管
理
、
保
健

ス
ポ
ー
ツ
部
門
等

（
仮
称
）

）

を
設
置
す
る

」
と
さ
れ
て
い

。

ま
す
が
、
そ
の
構
想
の
意
義

や
内
容
に
つ
い
て
も
っ
と
具

体
的
に
お
示
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
う
し
た
構
想
が
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
。

こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か

関
係
諸
部
局
や
講
座
お
よ
び

当
事
者
の
意
向
が
十
分
反
映

さ
れ
る
よ
う
求
め
る
も
の
で

す
。

め
）
の
改
革
の
必
要
」
に
触

れ
ら
れ
て
い
ま
す
が

「
選
抜

、

方
法
の
単
純
化
」
と
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か

「
Ａ
Ｏ
入
試
を
導
入
す

。

る
。
そ
の
際
、
セ
ン
タ
ー
試

験
等
（
調
査
書
・
高
校
成
績

等
を
加
え
る
）
に
よ
っ
て
学

力
を
判
定
す
る

」
と
い
う
こ

。

、

と
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
が

Ａ
Ｏ
入
試
の
導
入

は

選

「

」

「

抜
方
法
の
単
純
化
」
と
は
直

ち
に
は
結
び
つ
か
な
い
と
考

え
ま
す
。
そ
れ
と
も
、
学

力
判
定
は
、
す
べ
て
「
セ

ン
タ
ー
試
験
等
（
調
査
書

・
高
校
成
績
等
を
加
え

る

」
に
一
元
化
す
る
と
い

）
う
意
味
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
ら
の
議
論
の
関
連
を
整

理
し
て
そ
の
構
想
と
理
由

を
明
瞭
に
お
示
し
く
だ
さ

い
。
ま
た

「
入
学
試
験
の

、

く
く
り
・
募
集
単
位
（
現

在
は
学
科
単
位
）
を
見
直

す
。
例
え
ば
、
学
部
又
は

学
系
単
位
と
し
、
適
切
な

時
期
に
学
科
等
に
分
属
す

る
こ
と
を
可
能
と
す
る

」。、

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
そ

の
構
想
と
理
由
に
つ
い
て

も
っ
と
明
瞭
に
お
示
し
く

だ
さ
い
。

（
２
）

教
養
お
よ
び
学

士
教
育
に
つ
い
て

新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、

「

学
長
は
〕
４
月
か
ら
教

〔
養
教
育
科
目
で
、
教
授
が

自
身
の
学
問
と
の
出
会
い

や
人
生
に
つ
い
て
語
る

教
『

養
特
別
講
義

（
２
単
位
）

』

を
新
た
に
始
め
る
こ
と
も

発
表
。
初
年
度
は
４
５
人、

が
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

１
人
１
回
ず
つ
計
１
５
回

の
連
続
講
義
を
す
る

１

。
」（

『

』
）

月
３
０
日
付

朝
日
新
聞

。

、

と
の
こ
と
で
す

こ
れ
は

「
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」
で

「

」

人
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
科
目

（
仮
称
）
と
さ
れ
て
い
た

も
の
の
具
体
化
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
こ
う
し
た

新
構
想
は
学
長
の
ど
の
よ

う
な
教
養
教
育
に
つ
い
て

の
現
状
認
識
あ
る
い
は
問

題
意
識
か
ら
出
さ
れ
て
き

て
い
る
の
か
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

教
養
教
育
に
つ
い
て
、
一

方
で
「
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
基
本
科
目
）
の
充
実

、
他

」

方
で
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見

直
し
（
学
部
の
専
門
性
を
考

慮
し
た
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
作
成

」
が
言
わ
れ
て
い
ま

）

す
が
、
両
者
の
関
係
が
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ

こ
で
は

「
学
部
の
専
門
性
」

、

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
学

部
教
育
の
と
こ
ろ
で
は

「
学

、

部
教
育
は
、
教
養
教
育
及
び

専
門
基
礎
を
重
視
」
す
る
と

さ
れ
て
お
り
、
い
ま
一
つ
教

育
体
系
の
理
念
的
な
位
置
づ。

け
が
不
明
確
に
思
わ
れ
ま
す
、

こ
れ
ら
の
諸
関
係
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
理
念
と
そ
の
た

め
の
制
度
を
構
想
さ
れ
て
い。

る
の
か
を
説
明
し
て
下
さ
い

（
１
）
定
員
削
減
に
つ
い
て

大
学
の
職
員
の
業
務
は
、

大
学
に
お
け
る
教
育
改
革
の

、

、

進
展

研
究
業
務
の
高
度
化

入
試
制
度
の
多
様
化
、
さ
ら

に
は
改
組
や
改
革
の
取
り
組

み
の
な
か
で
の
事
務
の
複
雑

化
な
ど
の
中
で
、
か
つ
て
な

く
そ
の
仕
事
の
内
容
が
多
様

化
・
高
度
化
・
複
雑
化
し
て

く
る
と
と
も
に
、
そ
の
量
も

か
つ
て
な
く
増
大
し
て
き
て

。

、

い
ま
す

に
も
か
か
わ
ら
ず

第
１
０
次
定
員
削
減
が
進
行

し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中

で
、
職
員
の
サ
ー
ビ
ス
残
業

も
か
つ
て
な
く
増
大
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
深
刻
な
事
態
を
ど
の

よ
う
に
認
識
さ
れ
ど
う
改
善

し
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
る

（
３
）
教
育
シ
ス
テ
ム
の

柔
軟
化
に
つ
い
て

「
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」

に
「
教
育
シ
ス
テ
ム
柔
軟

化
」
と
い
う
こ
と
で
言
及

さ
れ
て
い
る

「
転
学
部

、

・
転
学
科
の
拡
大

と

副

」
「

専
攻
制
の
導
入
」
に
つ
い

て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

と
く
に

「
副
専
攻
制
の

、

導
入
」
に
つ
い
て

「
幅

、

広
い
学
識
を
養
う
教
育
の

実
施
、
学
生
の
将
来
の
選

択
肢
拡
充
、
文
理
融
合
を

含
む
」
と
の
説
明
が
付
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
学
内
統

廃
合
問
題
や
教
育
体
制
の

問
題
と
密
接
に
関
わ
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
構
想
な

の
か
具
体
的
に
説
明
し
て

下
さ
い
。

の
か
、
そ
の
方
策
を
具
体

的
に
お
示
し
下
さ
い
。

（
２
）
女
性
職
員

文
部
科
学
省
は
「
女
性

職
員
の
採
用
・
登
用
拡
大

2002

計
画
」
を
策
定
、

年

月

日
付
け
で
標

1
18

記
の
通
知
を
各
国
立
学
校

長
等
宛
に
発
し
ま
し
た
。

こ
の
通
知
は

「
男
女
共

、

同
参
画
社
会
基
本
法
」
を

ふ
ま
え
た
「
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画

（

年

」2000

）
、

12
12

月

日
閣
議
決
定

「
女
性
国
家
公
務
員
の
採

用
・
登
用
拡
大
に
関
す
る

2001
5

21

指
針

（

年

月

」

日
人
企
―

人
事
院
事

352

務
総
長
通
知
）
に
基
づ
き

策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

岡
山
大
学
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
の

か
、
現
状
に
つ
い
て
説
明

し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い

る
の
か
、
学
長
の
お
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

い
。（
３
）
技
術
系
職
員

近
年
の
科
学
技
術
の
進

歩
に
お
い
て
、
大
学
の
果

た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大

き
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
大
学
に
お
け
る
技

術
職
員
を
は
じ
め
と
す
る

研
究
教
育
支
援
体
制
の
あ

り
方
は
、
そ
う
し
た
大
学

に
対
し
て
求
め
ら
れ
て
い

る
社
会
的
要
請
に
十
分
応

え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
状
況
で

す
。
技
術
専
門
職
（
技
術

、

）

専
門
官

技
術
専
門
職
員

定
数
増
、
昇
格
改
善
、
研

修
制
度
の
充
実
な
ど
を
通

じ
て
、
技
術
職
員
が
大
学

の
教
育
・
研
究
・
医
療
に

お
い
て
果
た
す
べ
き
役
割

に
ふ
さ
わ
し
い
、
意
欲
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
労
働

環
境
を
要
求
し
ま
す
。

（
４
）
看
護
婦

一
昨
年
来
報
道
が
相
次

い
で
い
る
、
大
学
病
院
を

は
じ
め
と
す
る
特
定
医
療

機
関
で
の
医
療
事
故
の
続

発
と
い
う
事
態
を
め
ぐ
っ

て
、
私
た
ち
は
安
全
な
医

療
の
た
め
に
は
看
護
職
員

の
大
幅
増
員
こ
そ
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
訴

え
て
き
ま
し
た
。
昨
年
４

月
、
文
部
科
学
省
は
全
国

の
大
学
病
院
に
非
常
勤
看

護
職
員
を
新
た
に
７
７
３

名
配
置
す
る
と
し
、
岡
山

の
改
組
に
つ
い
て

「
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」

で
は

「
生
命
科
学
系
へ
の

、

薬
学
系
の
参
加
」
と
自
然

「

」

科
学
研
究
科
の

講
座
化

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
内

容
お
よ
び
予
定
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
５
）
環
境
総
合
研
究
機

構
に
つ
い
て

「
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」

に
は

「
本
学
の
個
性
を
創

、

出
す
る
た
め
、
環
境
総
合

研
究
機
構
を
設
立
し
、
文

理
融
合
の
環
境
教
育
研
究

を
実
施
す
る
。

ま
た
、

環

境

総

合

大

学

院

を

構

想

す

International

る

」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の

。
点
に
つ
い
て
は

「
現
在
再

、
、

、

編
を
進
め
る
生
命

自
然

人
文
科
学
系
の
三
分
野
に

加
え
、
将
来
は
文
理
一
体

の
『
環
境
総
合
』
を
立
ち

上
げ
る
構
想

と
し
て

山

」

『

』（

）

陽
新
聞

１
月
３
０
日
付

で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
う

し
た
構
想
が
立
ち
上
げ
ら

れ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
生
命
、
自
然
、
人
文、

科
学
系
三
分
野
と
の
関
連

あ
る
い
は
、
既
存
の
学
部

・
研
究
所
な
ど
と
の
関
連

な
ど
、
ま
た
、
ど
の
よ
う

に
し
て
こ
の
構
想
を
推
進

さ
れ
る
の
か
、
そ
の
検
討

お
よ
び
具
体
化
の
方
針
を

お
示
し
下
さ
い
。

（
６
）
国
際
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て

「
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」

に
お
い
て
は

「
国
際
戦
略

、

の
拠
点
と
し
て
留
学
生
セ

ン
タ
ー
を
、
改
組
し
、
国

〔
Ⅲ
〕
岡
山
大
学
の
入
試
お
よ
び
教
育
体
制
に
つ
い

て

〔
Ⅳ
〕
労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て



歌声サークル（仮称）へのお誘い！！

職員組合では、近く歌声サークルを立ち上げる予定です。

キャンパスの中に歌声を響かせましょう。

歌に自信のある人も、自信のない人も、こぞって参加しましょう。

♪♪♪ ♪♪♪さしあたり、９月の全国教研（岡大で開催）での発表を目指して

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

⑤
今
年
度
２
２
名
の
非
常
勤

看
護
職
員
の
増
員
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
る
、
一
人
当
た
り

超
過
勤
務
時
間
の
増
減
、
年

休
取
得
日
数
の
増
減
の
実
態

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。
⑥
妊
産
婦
の
夜
勤
免
除
、
育

児
休
暇
・
育
児
時
間
の
保

障
、
就
学
ま
で
の
夜
勤
軽
減

等
、
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
に
見
合
っ
た
条
件
整
備
を

行
う
こ
と
。

⑦
非
常
勤
職
員
の
増
員
に
と

も
な
い
、
補
助
者
・
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
削
減
の
動
き
が
あ

る
が
、
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、

配
慮
す
る
こ
と
。

⑧
非
常
勤
看
護
職
員
の
今
後

の
定
員
化
の
見
通
し
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

⑨
薬
剤
部
で
補
液
の
ミ
キ
シ

ン
グ
を
行
え
る
よ
う
、
薬
剤

師
の
増
員
を
行
う
こ
と
。

（
５
）
定
員
外
職
員

国
立
大
学
法
人
化
問
題
を

め
ぐ
る
情
勢
の
急
激
な
進
展

の
も
と
で
、
岡
山
大
学
に
勤

務
す
る
定
員
外
職
員
に
お
い

て
も
雇
用
不
安
・
生
活
不
安

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
学

の
教
育
・
研
究
・
医
療
の
一

端
を
担
う
定
員
外
職
員
が
誇

り
と
働
き
が
い
を
も
っ
て
勤

務
で
き
る
職
場
を
つ
く
る
こ

と
は
、
ひ
い
て
は
本
学
の
将

来
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た

立
場
か
ら
、
大
学
の
最
高
責

任
者
と
し
て
の
学
長
に
下
記

の
諸
点
に
つ
い
て
要
求
し
ま

す
。
①
雇
用
期
間
の
長
短
は
あ
っ

て
も
、
本
学
の
教
育
・
研
究

・
医
療
の
発
展
の
た
め
に
決

し
て
小
さ
く
な
い
役
割
を
果

た
し
て
き
た
定
員
外
職
員
に

対
し
て
、
い
や
し
く
も
大
学

の
財
政
事
情
や
機
構
改
革
と

い
っ
た
職
員
本
人
の
与
り
知

ら
な
い
事
情
を
理
由
と
し
て

一
方
的
に
雇
用
を
打
ち
切
る

よ
う
な
こ
と
は
、
絶
対
に
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と

考
え
ま
す
。
学
長
は
人
ひ
と

り
を
雇
用
し
た
と
い
う
責
任

を
全
う
す
る
立
場
か
ら
、
定

員
外
職
員
（
お
よ
び
そ
の
家

族
）
の
雇
用
と
生
活
を
最
大

限
に
守
る
こ
と
を
最
優
先
の

課
題
と
し
て
位
置
付
け
る
よ

う
、
要
求
し
ま
す
。

②
本
来
は
「
季
節
的
・
臨
時

的
業
務
」
に
従
事
す
る
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
は

ず
の
定
員
外
職
員
が
、
本
学

に
お
い
て
も
相
次
ぐ
定
員
削

減
の
も
と
で
増
大
す
る
業
務

量
に
対
応
す
る
た
め
に
、
い

わ
ば
「
常
勤
的
非
常
勤
」
と

い
う
か
た
ち
で
日
常
の
業
務

に
従
事
し
て
い
る
と
い
う
現

実
を
正
当
に
認
識
し
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
お
こ

な
う
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を

要
求
し
ま
す
。

③
定
員
外
職
員
の
雇
用
の
安

定
と
労
働
条
件
改
善
に
つ
い

て
職
員
組
合
と
の
あ
い
だ
で

協
議
し
、
文
部
科
学
省
・
人

事
院
等
関
係
諸
機
関
に
対
し

て
要
望
す
る
こ
と
、
ま
た
学

内
的
に
解
決
で
き
る
課
題
に

つ
い
て
は
大
学
と
し
て
の
責

任
で
積
極
的
に
解
決
を
は
か

る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

④
各
学
部
・
部
局
等
に
対
し

て
、
定
員
外
職
員
の
雇
用
と

労
働
条
件
に
つ
い
て
積
極
的

な
指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と

を
要
求
し
ま
す
。

（
６
）
附
属
学
園

①
司
書
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て学
校
図
書
館
は
子
ど
も

の
読
書
環
境
を
充
実
さ
せ、

て
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り

い
ま
、
学
習
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
機
能
の
充
実
・
強

化
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
は
総
合
的
な
学

習
の
導
入
に
よ
り
、
今
や

研
究
の
中
核
と
な
る
役
目

ま
で
担
っ
て
い
る
現
状
の

中
、
待
遇
が
あ
ま
り
に
も

悪
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

（
１
）
岡
山
大
学
職
員
組

合
事
務
所
に
つ
い
て

岡
山
大
学
職
員
組
合
の

事
務
所
の
部
屋
を
一
般
教

育
棟
の
建
物
内
あ
る
い
は

現
在
建
設
中
の
本
部
事
務

局
新
棟
内
に
お
い
て
確
保

し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
の、

建
物
は
プ
レ
ハ
ブ
造
り
で

壁
面
も
薄
く
し
か
も
隙
間、

風
も
入
る
と
い
う
状
況
で

大
雨
の
時
に
は
雨
が
床
に

浸
み
込
み
、
冬
は
エ
ア
コ

ン
で
暖
房
し
て
も
足
元
は

少
し
も
暖
ま
り
ま
せ
ん
。、

そ
れ
以
上
に
夏
は
深
刻
で

ト
タ
ン
屋
根
の
た
め
ク
ー、

ラ
ー
は
全
然
効
き
目
な
く

仕
事
を
す
る
こ
と
も
困
難

な
状
態
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
組
合
の
書

記
は
女
性
で
す
が
、
あ
ま

り
安
心
し
て
か
つ
落
ち
着

い
て
仕
事
が
で
き
る
環
境

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

大
学
の
危
急
存
亡
の
と

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の

立
場
か
ら
で
は
あ
り
ま
す

う
か
。
専
門
職
制
度
が
確
立
し

て
い
な
い
こ
と
が
全
て
の
待
遇

に
影
響
を
及
ぼ
し
勤
務
労
働
条

件
・
諸
手
当
は
、
悪
化
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

学
校
図
書
館
職
員
と
し
て
正

規
雇
用
の
実
現
を
切
に
要
望
し

ま
す
。
正
規
雇
用
が
実
現
す
る

ま
で
は
、
司
書
の
年
齢
制
限
の

な
い
雇
用
保
障
・
大
学
雇
用
並

み
の
通
勤
手
当
・
育
児
休
暇
の

保
障
及
び
休
暇
後
の
雇
用
の
保

障
・
長
期
休
暇
中
の
代
員
の
保

障
な
ど
の
待
遇
改
善
を
お
願
い

し
ま
す
。

が
、
と
も
に
協
力
共
同
し
て
新

し
い
大
学
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
に
も
、
是
非
、
一

般
教
育
棟
内
あ
る
い
は
現
在
建

設
中
の
本
部
事
務
局
新
棟
内
に

組
合
事
務
所
の
部
屋
を
確
保
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
要
望
い
た
し

ま
す
。

以
上

い
ま
す
。

年
休
の
不
消
化

「
月
８

、

日
以
内
・
複
数
」
で
の
夜

勤
と
い
う
３
６
年
前
の
人

事
院
判
定
で
す
ら
達
成
で

き
て
い
な
い
現
状
、
恒
常

的
な
超
勤
（
サ
ー
ビ
ス
残

業
）
な
ど
、
大
学
病
院
の

看
護
職
員
は
自
ら
の
健
康

と
人
間
ら
し
い
生
活
を
犠

牲
に
し
な
が
ら
、
医
療
事

故
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ

の
勤
務
を
日
々
続
け
て
い

ま
す
。
非
人
間
的
な
医
療

現
場
で
人
間
的
な
医
療
な

ど
あ
り
え
ま
せ
ん
。
高
度

先
進
医
療
を
担
う
国
立
大

学
病
院
へ
の
社
会
の
厳
し

い
目
と
大
き
な
期
待
に
応

え
る
た
め
に
、
看
護
職
員

の
さ
ら
な
る
増
員
を
は
じ

め
と
し
た
以
下
の
諸
点
を

要
求
し
ま
す
。

①
２
：
１
看
護
が
す
べ
て

の
病
棟
で
確
保
で
き
る
よ

う
、
看
護
職
員
の
増
員
を

は
か
る
こ
と
。

②
夜
勤
回
数
を
「
月
６
日

以
内
、
３
人
以
上
」
と
す

る
こ
と
。
ま
た
、
１
９
６

５
年
の
人
事
院
判
定
「
月

８
日
以
内
・
複
数
夜
勤
」、

が
い
ま
だ
に
達
成
で
き
ず

３
ヶ
月
を
ま
た
い
で
の
実

施
し
か
で
き
て
い
な
い
現

状
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
、
見
解
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。

③
業
務
量
に
見
合
っ
た
人

員
配
置
を
し
、
超
勤
を
な

く
す
こ
と
。
ま
た
、
各
病

棟
別
の
超
過
勤
務
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

④
年
次
休
暇
を
完
全
消
化

で
き
る
よ
う
、
条
件
整
備

を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
各

病
棟
別
の
年
休
消
化
の
実

〔
Ⅴ
〕
そ
の
他


